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孟
子
に
於
る
神
秘
的
一
側
面
と
そ
の
来
源山

室

一一一
良

神
秘
主
義
は
、
何
ら
か
の
意
味
で
、
自
他
合
一
、
万
物
一
体
の
境
界
を
指
す
も
の
と
言
へ
る
で
あ
ら
う
。

歪
子
は

夫
れ
君
子
、
過
ぐ
る
所
の
者
は
佑
し
、
存
す
る
所
の
も
の
は
神
、
上
下
天
地
と
流
れ
を
同
じ
う
す
、
量
、
こ
れ
を
小
補
す
と
日
は
ん
や

し
ん

と
い

L
。
君
子
の
心
に
在
主
す
る
所
の
も
の
は
神
で
で
あ
り
、
過
ぐ
る
所
の
も
の
は
佑
す
る
、
そ
の
働
き
は
天
地
の
働
き
に
等
し
い
、
と

い
ふ
の
で
あ
る
。
孟
子
は
又
、

万
物
、
皆
、
我
に
備
る

と
い
ん
。
人
も
知
る
如
く
、
孟
子
は
人
の
性
を
善
と
す
る
が
、
上
の
句
の
示
す
所
は
、
人
の
性
は
単
に
善
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
人
は

一
つ
の
小
宇
宙
で
あ
る
と
す
る
。

「
万
物
、
皆
、
我
に
備
る
」
と
言
ひ
、
性
を
知
る
者
は
則
ち
宇
宙
を
知
る
、
と
す
る
。

そ
の
性
を
知
れ
ば
則
ち
天
を
知
る

い
と
ふ
一
。
我
と
宇
宙
と
の
一
体
感
は
、
孟
子
の
気
の
考
方
に
も
現
は
れ
て
い
る
。
浩
然
の
気
を
、

童
子
に
於
る
神
秘
的
一
側
商
と
そ
の
来
源



孟
子
に
於
る
神
秘
的
一
・
側
面
主
そ
の
来
源

そ
の
気
た
る
や
、
至
大
至
剛
、
直
を
以
て
養
ひ
て
害
す
る
こ
と
無
け
れ
ば
、
則
ち
天
地
の
聞
に
塞
る

四

と
述
べ
て
い
る
。
か
か
る
気
の
考
方
は
従
来
、
儒
教
系
統
で
は
見
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
気
は
後
述
す
る
様
に
心
と
同
一
視
さ
れ

る
面
が
あ
る
。
浩
然
の
気
は
宇
宙
に
塞
一
る
と
さ
れ
る
。
浩
然
の
気
を
得
た
境
地
は
天
地
と
一
体
の
境
地
で
あ
る
。
こ
の
様
に
孟
子
は
心
の

面
か
ら
も
気
の
面
か
ら
も
天
地
と
の
一
J

体
を
考
へ
て
い
る
。

か
か
る
孟
子
の
神
秘
的
」
面
は
、

一
体
ど
こ
に
来
源
を
も
主
む
べ
き
で
あ
ら

、っか。孟
子
以
前
で
は
、
心
は
、
我
々
が
日
常
、
心
が
痛
む
、
心
が
重
い
な
ど
用
い
る
の
と
等
し
く
極
く
常
識
的
乃
至
は
感
情
的
な
用
例
の
み

で
あ
る
。
た
と
へ
ば
、

す

な

は

と

む

ら

！
載
ち
馳
せ
、
載
ち
駆
り
、
帰
っ
て
衛
侯
を
時
は
ん
、

わ
れ

馬
を
駆
る
こ
と
悠
悠
、
言
糟
に
至
ら
ん
、

大
夫
践
渉
す
、
我
が
心
則
ち
憂
ふ
（
詩
臨
風
載
馳
）

彼
の
黍
離
離
た
り
、
彼
の
稜
こ
れ
苗
、

ゅ

。

行
き
遇
く
こ
と
騨
瞬
、
中
心
揺
揺
、

我
を
知
る
者
は
、
我
を
心
憂
ふ
と
謂
ひ
、

我
を
知
ら
ざ
る
者
は
、
我
伺
を
求
む
と
謂
ふ
、

悠
悠
た
る
蒼
天
、
此
れ
伺
人
ぞ
や
（
詩
王
風
黍
離
）

鐘
を
鼓
つ
将
将
、
准
水
湯
湯
、
憂
心
且
つ
傷
む
、



い
た

淑
人
君
子
、
懐
っ
て
忘
れ
ず

（
詩
小
雅
鼓
鏡
）

駕須我
しと、

て糟肥
言2と泉
出をを
遊思思
しふふ
、てて
以、こ
て我。れ
我心。之
が悠を
憂悠永
をたく
写室り歎
か、く
ん、

（
詩
郎
風
泉
水
）

或
は
「
憂
心
仲
仲
」
、
「
憂
心
慌
憾
」
、
「
我
心
傷
悲
」
（
召
市
川
島
醐
）
「
実
労
我
心
」
（
郷
風
雄
維
）
、
「
乗
心
寒
淵
」
（
黍
離
）
、
「
憂
心
且
悲
」
「
憂

ニ

一

レ

‘わ

心
且
抽
」
（
鼓
鎚
）
な
ど
多
数
の
例
が
あ
る
が
、
伺
れ
も
悲
し
み
憂
へ
、
痛
み
歎
く
心
に
他
な
ら
な
い
。
書
で
も
、
「
汝
、
朕
が
心
の
困
す

時
あ
っ
て
か
短
を
愉
え
な
い
も
の
、

る
所
を
珪
へ
ず
」
、
（
脱
皮
中
）
「
爾
の
心
未
だ
愛
せ
ず
」
（
多
方
）
な
ど
と
素
朴
な
心
で
あ
り
、
論
語
の
心
も
亦
、
時
あ
っ
て
か
、
短
を
陥
え
、

主

「
回
や
そ
の
心
、
三
月
仁
に
違
は
ず
」
な
ど
と
語
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
孟
子
の
心
は
、
尽

心
、
在
心
、
恒
心
、
本
心
、
良
心
な
ど
い
ふ
言
葉
が
示
す
様
に
、
人
間
の
本
源
と
し
て
の
心
で
あ
り
、
人
は
そ
こ
に
反
ら
な
け
れ
ば
な
ら

き

六

九
靭
の
深
い
泉
に
た
と
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
“
る
。
こ
の
心
を
存
し
な
け
れ
ば
、
人
は
禽
獣
を
違
る
こ
と
遠
く
な
い
ε
。
人
本
来

な
い
も
の
、

の
こ
の
良
心
が
、

E
昼
為
す
所
に
よ
っ
て
伐
ら
れ
削
ら
れ
遂
に
槍
亡
す
る
に
到
る
こ
と
を
告
子
篇
牛
山
章
は
物
語
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
は

良
心
が
、

「
夜
気
」
或
は
「
平
旦
の
気
」
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
0

・
「
夜
気
、
以
て
存
す
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
そ
の
禽
獣
を
違
る

こ
と
遠
か
ら
ず
」
と
も
言
は
れ
る
。
こ
れ
は
人
本
来
「
固
有
す
る
も
の
」
で
あ
る
か
ら
、

七

そ
の
赤
子
の
心
を
失
は
ぬ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
例
で
見
る
様
に
孟
子
は
気
と
心
と
を
同
じ
も
の
と
し
て
取
扱
っ
て
い
る
。

「
赤
子
の
心
」
と
も
言
は
れ
る
。
大
人
と
は
、

し
か
も
他

方
で
は
、
孟
子
は
気
と
心
と
を
対
立
さ
せ
、
気
を
肉
体
的
の
も
の
と
考
へ
、
気
は
心
に
よ
っ
て
支
配
さ
る
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
。

八

れ
志
は
気
の
帥
な
り
、
気
は
体
の
充
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
元
来
気
と
い
う
文
字
は
詩
に
も
書
に
も
無
い
。
一
論
語
に 「夫

孟
子
に
於
る
神
秘
的
一
側
面
と
そ
の
来
源



孟
子
に
於
る
神
秘
的
一
側
面
と
そ
の
来
源

九

－

o

は
呼
吸
の
意
味
と
、
血
気
と
い
ふ
例
だ
け
が
見
え
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
道
家
系
統
で
は
気
を
よ
く
言
ひ
、
老
子
書
に
、

四ー

「
心
、
気
を

使
ふ
を
強
と
い
ふ
」
（
五
O
章
）
と
心
が
気
を
支
部
す
る
の
を
否
定
し
、
荘
予
も
「
心
を
死
灰
の
知
か
ら
し
め
る
」
こ
と
を
求
め
、
「
之
を
聴

〈
に
心
を
以
て
す
る
こ
と
勿
れ
、
之
を
聴
く
に
気
を
以
て
せ
よ
」
（
人
関
世
）
と
、
気
を
心
よ
り
も
上
に
置
い
て
い
る
。
荘
子
は
孟
子
よ
り

「
老
子
書
」
の
成
立
も
略
々
そ
の
頃
と
考
へ
ら
れ
て
い
る
。
童
子
が
一
方
で
は
気
を
心
の
下
に
置
き
な
が

。

。

ら
、
他
＋
か
で
は
最
高
の
精
神
的
境
界
に
浩
然
の
気
と
言
っ
て
い
る
こ
と
、
本
来
の
心
を
、
夜
気
、
平
旦
の
気
な
広
言
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

二
三
十
年
あ
と
と
さ
れ
る
し
‘

に
は
、
霊
子
が
長
く
滞
在
し
て
い
た
斉
の
学
の
影
響
が
無
い
で
あ
ら
う
か
。
孟
子
が
、

「
わ
れ
四
十
に
し
て
心
を
動
か
さ
ず
」
と
自
ら
語

る
〈
公
孫
丑
上
、
二
）
精
神
に
一
時
期
を
画
し
た
四
十
才
は
、
既
に
長
〈
斉
に
居
た
あ
と
で
あ
り
、
量
子
の
斉
滞
在
は
前
後
二
回
、
少
く
と

も
廿
年
を
越
え
て
い
紅
。
斉
の
現
下
で
は
学
者
が
互
に
影
響
し
あ
っ
て
い
た
こ
と
、
多
数
の
道
家
の
学
者
が
居
た
こ
と
は
史
記
に
記
す
通

り
で
あ
る
。
停
斯
年
は
、
斉
の
学
怯
道
家
の
学
だ
と
ず
っ
述
べ
て
い
石
。

斉
の
功
労
者
管
仲
に
名
を
仮
っ
た
管
子
な
る
書
物
は
、

れ
て
い
る
が
「
し
か
も
そ
の
中
に
前
回
世
紀
前
后
の
多
く
の
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
劉
節
・
羅
根
沢
・
ヲ
オ
ル
タ
・
－

7
ダ
ム
等

－

四

一

去

に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
居
り
、
管
子
は
或
人
も
言
ふ
知
く
、
一
大
斉
文
佑
叢
書
と
名
づ
け
て
い
い
で
あ
ら
う
。
郭
沫
若
は
管
子
中
の
枢

一六

言
、
白
心
、
心
術
、
内
業
な
ど
の
諸
篇
を
荘
子
天
下
篇
そ
の
他
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
を
宋
唖
・
罪
文
の
遺
著
だ
と
し
た
。

「
一
時
の
作
」
で
も
「
一
人
の
作
」
で
も
な
い
ニ
と
、
早
く
は
宋
代
に
述
べ
ら

郭
氏
自
ら
言
ふ
「
こ
の
発
掘
」
は
既
に
多
数
の
学
者
に
よ
っ
て
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
篇
は
、
篇
名
そ
の
も
の
が
示
し
て
い
る
様

に
心
を
問
題
と
し
て
い
る
。
ア
l
サ
｜
・
ウ
ヱ

l
レ
l
は
郭
民
と
は
独
立
に
こ
れ
ら
四
篇
が
同
一
傾
向
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
ぬ
き
、

－A 

と
れ
ら
の
篇
に
心
術
派
の
名
を
与
へ
た
。
猪
飼
敬
所
は
、
管
子
補
正
で
、
内
業
と
は
心
術
と
い
ふ
の
に
他
な
ら
な
い
旨
を
述
べ
て
い
る
。



宋
樫
は
孟
子
が
尊
敬
を
以
て
話
し
か
け
た
相
手
で
あ
る
（
告
子
下
、
四
｝
。

孟
子
が
宋
樫
等
心
術
派
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
十
分
に
考

へ
得
る
。

－

九

二

O

孟
子
は
耳
目
と
心
と
を
区
別
し
、
心
の
特
質
を
思
ふ
働
き
に
帰
し
た
。
思
ふ
こ
と
は
書
で
も
重
視
さ
れ
、
孔
子
も
思
ふ
こ
と
の
重
要
性

を
く
り
か
へ
し
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
で
は
未
だ
思
ふ
働
き
と
心
と
が
自
覚
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
は
い
な
い
。
孟
子
は
自
覚
的
に
そ

れ
を
結
び
つ
け
た
が
、
孟
子
の
心
の
特
色
は
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
心
の
微
妙
、
神
秘
な
働
き
の
面
に
あ
っ
た
。
孟
子
は
「
智
に
悪
む
所

は
、
そ
の
撃
つ
が
為
な
り
」
と
い
ひ
、
心
の
働
き
に
作
為
、
無
理
を
き
ら
っ
て
い
る
。

あ
ら
か
じ
め

必
ず
事
と
す
る
あ
れ
、
正
す
る
こ
と
勿
れ
、

心
に
忘
る
る
こ
と
勿
れ
、
助
長
す
る
こ
と
勿
れ

＝
問

と
い
ふ
。
心
は
「
操
れ
ば
存
し
、
舎
つ
れ
ば
亡
ぶ
一
」
、
「
求
む
れ
ば
之
を
得
、
舎
つ
れ
ば
之
を
失
ふ
」
と
い
ふ
様
に
努
め
て
存
し
な
け
れ
ば

む

か

二

五

し
か
も
助
長
し
て
は
な
ら
な
い
。
心
は
「
出
入
時
無
く
、
そ
の
郷
ふ
と
こ
ろ
を
知
る
な
し
」
と
い
は
れ
る
様
に
微
妙
な
作

な
ら
な
い
が
、

用
を
す
る
。
心
を
、
こ
の
様
に
微
妙
な
も
の
と
し
て
把
え
る
の
は
心
術
派
に
共
通
の
も
の
で
あ
っ
た
。
内
業
篇
に
‘

引
く
な
く
、
推
す
な
け
れ
ば
、
福
、
将
に
自
ら
帰
せ
ん

と
あ
る
が
、

そ
の
あ
と
に
、

「
静
な
れ
ば
、
之
を
得
、
牒
な
れ
ば
之
を
失
ふ
、
霊
気
、
心
に
在
り
、

一
来
一
逝
云
云
」
と
あ
る
様
に
、
福

と
は
霊
気
で
あ
り
、
心
の
中
の
霊
妙
な
働
き
で
あ
る
。
心
術
上
篇
に
は
、

ニ

七

二

八

っ
て
い
る
が
、
こ
の
因
は
孟
子
の
「
故
」
に
他
な
ら
な
い
。
孟
子
は
盤
つ
智
を
否
定
し
た
が
、
そ
れ
と
同
じ
思
想
が
「
過
は
自
ら
用
ふ
る

二

九

三

O

に
あ
り
」
と
語
ら
れ
て
い
る
。
心
術
派
は
日
ふ
。
「
道
の
天
に
あ
る
の
が
日
で
、
人
に
あ
る
の
が
心
で
あ
る
」
。
心
は
身
体
の
君
で
あ
り
、

「
益
す
る
な
く
損
す
る
な
し
」
と
あ
り
、
そ
れ
を
「
因
」
と
言

孟
子
に
於
る
神
秘
的
一
側
面
と
そ
の
来
源

五



孟
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に
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る
神
秘
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側
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と
そ
の
来
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身
体
の
部
分
は
仕
事
を
分
担
す
る
官
吏
に
比
せ
ら
れ
い
に
。
心
は
君
が
位
に
あ
る
様
に
じ
っ
と
し
て
居
る
べ
き
で
、
臣
下
で
あ
る
感
官
が
之

し

ん

三

二

三

三

を
乱
し
て
は
舟
ら
な
い
。
心
は
神
と
も
昭
ば
れ
る
が
、
神
は
宮
居
が
潔
め
ら
れ
た
時
に
、
来
ザ
ベ
宿
る
の
で
あ
る
。
「
宮
と
壮
心
の
謂
」
で
、

ル』
se

宮
を
潔
め
る
と
は
心
が
感
官
の
支
配
を
脱
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
そ
の
宮
を
潔
く
し
、
そ
の
門
を
聞
す
」
と
も
あ
り
、
円
と
は
感
官
の
こ
と
だ

し

た

が

三

四

三

五

と
あ
る
。
「
殺
を
虚
に
し
、
私
を
去
れ
ば
、
神
明
、
若
か
存
す
る
」
の
で
あ
る
。
‘
神
は
、
ω

貴
人
に
た
之
へ
ら
れ
る
。
「
館
、
醇
除
せ
ざ
れ
ば
、

や

ど

は

ら

。

三

六

貴
人
舎
ら
ず
、
故
に
日
く
、
潔
ら
ざ
れ
ば
、
神
、
処
ら
ず
」
と
。
同
じ
こ
と
が
、
「
敬
み
て
そ
の
舎
を
除
は
ぱ
、
精
将
に
自
ら
来
ら
ん
」

＝一七

と
あ
っ
て
、
神
は
精
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
「
精
と
は
気
の
精
也
」
と
あ
っ
て
、
神
と
気
と
は
別
の
も
の
で
は
な
い
。

三
八

心
術
派
は
、
心
が
潔
め
ら
れ
た
状
態
を
、
内
徳
と
も
中
得
と
も
述
べ
て
い
る
。
物
が
感
官
を
乱
さ
ず
、
感
官
が
心
を
乱
さ
な
い
と
き
宿

三
九

る
も
の
を
、
神
と
も
、
精
と
も
、
心
の
中
の
心
と
も
い
ふ
。
「
一
往
一
来
、
能
く
之
を
思
ふ
な
し
」
と
さ
れ
る
こ
の
心
は
孟
子
の
「
出
入

ム
ノ、

時
無
〈
云
一
芝
、
「
操
れ
ば
春
し
云
云
」
の
心
に
似
て
い
る
。
「
心
の
中
の
心
」
「
心
以
て
心
を
蔵
す
」
と
い
は
れ
る
心
は
、
孟
子
の
害
心
、
本
心
、

四
O

「
心
を
養
ふ
は
寡
欲
よ
り
よ
き
は
な
し
」
と
い
ふ
が
、
心
術
派
も
、
「
節
欲
の
道
」
或
は
、
「
五
欲

「
思
は
致
む
る
勿
き
に
若
く
は
な
し
、
節
適
の
斉
な
る
と
き
は
、
彼
将

良
心
の
心
に
他
な
ら
な
い
。
孟
子
は
、

四
O

を
部
し
」
な
ど
と
い
ふ
。
「
凡
そ
心
の
形
、
過
知
は
生
を
失
ふ
」

四－

に
自
ら
至
ら
ん
と
す
」
と
い
ふ
の
は
、
孟
子
の
「
忘
る
る
こ
と
勿
れ
、
助
長
す
る
こ
と
勿
れ
」
と
い
ふ
の
に
当
る
。

い

に

し

へ

ま

む

四

二

国
語
に
、
「
古
昔
は
、
民
神
雑
は
ら
ず
」
と
あ
る
が
、
旧
く
は
神
は
人
の
上
に
あ
り
、
人
と
は
別
の
も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
、
心
術

派
の
神
は
、
宮
を
潔
め
る
時
、
来
っ
て
舎
る
と
言
は
れ
る
も
の
の
、
決
し
て
人
と
別
の
も
の
で
は
な
い
。

「
心
以
て
心
を
蔵
す
」
、
「
心
の

中
又
心
あ
り
」
な
ど
と
言
は
れ
る
様
に
、
来
っ
て
宿
る
も
の
こ
そ
人
の
本
来
性
な
の
で
あ
る
。

か
た
ち
お
由
づ
か

凡
そ
心
の
刑
、
自
ら
充
ち
自
ら
盈
つ
、
自
ら
生
じ
、
自
ら
成
る
、
そ
の
之
を
失
ふ
所
以
は
、
必
ず
憂
楽
喜
怒
欲
利
を
以
て
な
り
、
能
く
憂



る皇楽・ •• 
。喜

怒
欲
不リ
を
去
れ
，ば

,C,, 
乃
ち
反
り
済な
す‘

か

た

ち

よ

る

彼
の
心
の
情
、
安
以
て
寧
き
に
利
し
、
煩
は
す
勿
く
乱
る
勿
け
れ
ば
、
和
乃
ぢ
自
ら
成

お
由
れ

心
の
本
来
性
は
、
心
ぎ
乱
し
さ
へ
し
な
け
れ
ば
自
ら
生
じ
百
ら
成
る
の
で
あ
る
。
孟
子
の
本
心
、
良
心
も
己
に
固
有
の
も
の
、
孟
子
は
？

こ
れ
を
「
己
に
得
る
」
こ
と
と
、
「
己
に
存
す
る
良
貴
」
と
を
強
調
し
て
、
他
に
求
め
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。
「
学
問
の
道
、
他
無
し
、

四
四

そ
の
放
心
を
求
む
る
の
み
」
で
あ
5
0

心
街
派
で
は
、
神
は
精
で
あ
り
、
精
は
気
で
が
っ
た
が
ず
気
は
元
来
い
き
呼
吸
で
あ
り
、
従
っ
て
ぢ
の
の
生
命
を
意
味
し
た
。
天
の
う

ご
き
は
天
気
で
あ
り
、
薬
草
の
き
き
め
は
薬
気
に
他
な
ら
な
い
。

か
く
て
人
に
あ
づ
て
は
、
気
は
肉
体
的
生
命
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
の

本
質
た
ま
し
ひ
と
も
考
へ
ら
れ
る
に
到
っ
た
。
呼
吸
と
た
ま
し
ひ
と
を
同
一
視
す
る
の
は
ど
の
民
族
も
共
通
で
あ
っ
た
。
英
語
の
呂
町
民

は
呼
阪
・
空
気
を
意
味
す
る
ラ
テ
イ
ン
語
の
呂
町
山
宮
田
か
ら
来
て
居
り
、
ラ
テ
イ
ン
語
の
魂
自
由
g
m
は
風
を
意
味
す
る
ギ
リ
、
シ
ヤ
語
の

九
時

E
h
h
E
K｝
同
根
で
あ
る

（

F
E色
。
己
除

ωの
O片
付

F
O位。。ロ）。

ホ
メ
ロ
ス
で
は
人
の
魂
は
呼
吸
と
共
に
し
出
入
す
る
と
考
へ
ら
れ
、
人
の

死
L
h
共
に
飛
ぴ
去
る
も
の
と
さ
れ
た
。
旧
約
で
は
、
神
が
人
mw
形
を
ど
ろ
か
ら
作
り
、
そ
れ
に
息
を
吹
き
こ
ん
だ
時
、
人
は
生
命
を
得
、

魂
あ
る
存
在
と
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

〉ロ門凶

F
O
H
A｝
円
色
。
。
門
同
向
。
円
B
E
g
m
g
o片
付

FO
仏
ロ
与
え

F
m
m
g
gロ
円
円
山
口
仏
守
S
H
P
同
丸
山
ロ
Z

E
印
ロ
om丹江
Z
F
o
～V
3
b
H
P

。＼
h
q
h
u

釦ロ色

B
mロ
σ
o
n曲目。

ω
N
e
s
h
sミ
・
。
。
ロ
・
ド
叶
・

新
約
で
は
、
息

NHE口
、
ぬ
と
い
ふ
語
は
同
，
C
N
N
E官
ぬ
と
頭
文
字
に
さ
れ
て
専
ら
聖
霊
会
FO
出

O】可

ω立
立
件
）
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
。

孟
手
に
於
る
神
秘
的
一
側
面
と
そ
の
来
源

七



孟
子
に
於
る
神
秘
的
一
側
面
と
そ
の
来
源

!¥ 

四
豆

さ
き
に
述
べ
た
様
に
心
術
派
で
は
気
と
神
と
を
一
つ
に
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
内
業
篇
に
、
「
天
そ
の
精
を
出
し
、
地
そ
の
形
を
出
す
」

と
あ
っ
て
、
後
の
二
気
を
想
像
さ
せ
る
様
な
所
も
あ
る
が
、

く

わ

し

凡
そ
物
の
精
、
此
（
化
？
）
す
れ
ば
則
ち
生
と
為
る
、
下
、
五
穀
を
生
じ
、
上
、
列
星
と
為
り
、
天
地
の
聞
に
流
く
、
之
を
鬼
神
と
い
ふ
、

四
六

胸
中
に
蔵
す
る
‘
之
を
聖
人
と
謂
ふ

四
七

と
あ
っ
て
、
列
星
と
な
り
、
五
穀
と
な
る
一
気
の
精
を
離
れ
て
は
鬼
神
も
聖
人
も
無
い
。
「
夫
れ
道
は
、
形
を
充
す
所
以
な
り
」
が
、
他

四

七

四

七

四

七

方
で
「
気
は
、
身
の
充
な
り
」
と
な
っ
て
居
り
、
「
心
気
の
形
、
日
月
よ
り
明
か
な
り
」
が
他
方
で
「
金
心
の
形
、
日
s

月
よ
り
明
か
な
り
」

四
八

と
あ
っ
て
、
道
と
気
と
心
と
は
別
の
も
の
で
は
な
い
。
呂
氏
春
秋
に
な
る
と
、
精
気
形
気
の
二
つ
に
分
れ
、
准
南
子
で
は
、
天
気
地
気
と

四

八

四

九

な
り
、
陰
陽
魂
瞬
な
ど
に
分
れ
て
来
る
。
陰
陽
二
気
説
の
完
成
は
史
記
に
よ
れ
ば
孟
子
よ
り
少
し
あ
と
の
都
街
に
よ
る
と
い
ふ
。
孟
子
に

は
陰
陽
の
文
字
は
無
い
。

し
か
し
唯
一
例
、

「
天
地
」
と
熟
し
て
、
地
を
天
と
並
列
し
て
い
る
か
ら
注
四
五
の
内
業
篇
の
例
な
ど
と
共
に

陰
陽
二
気
説
成
立
の
過
程
に
あ
る
も
の
と
考
へ
得
る
。
何
れ
に
せ
よ
心
術
派
で
は
、
道
と
気
と
心
と
が
一
つ
に
考
へ
ら
れ
て
い
た
。
‘

五
O

道
、
天
地
の
間
に
あ
る
、
そ
の
大
、
外
無
く
、
そ
の
小
、
内
無
し
、
故
に
日
く
、
遠
か
ら
ず
し
て
、
極
め
難
し
（
心
術
上
）

を

夫
れ
道
は
形
を
充
す
所
以
な
り
、
而
も
人
、
固
う
す
る
能
は
ず
、
其
の
往
く
や
復
ら
ず
、
其
の
来
る
や
舎
ら
ず
、
謀
乎
と
し
て
其
の
音

豆
一

を
聞
く
莫
く
、
率
乎
と
し
て
乃
ち
心
に
在
り
（
内
業
）

是
の
故
に
此
の
気
ゃ
、
止
む
る
に
力
必
以
て
す
べ
か
ら
ず
、
安
ん
ず
る
に
徳
を
以
て
す
べ
し
：
：
：
敬
守
し
て
失
ふ
勿
く
ば
：
：
：
、
万
物

ζ
と

ご

と

五

－

果
く
（
畢
）
得
（
向
上
〉

こ
の
様
に
一
元
的
で
あ
る
。

し
か
も
万
物
宜
し
き
を
得
る
為
に
は
、
そ
の
気
を
敬
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
「
定
心
、
中
に
あ



忍
＝

っ
て
、
精
の
舎
と
な
っ
た
時
」
に
の
み
、
斯
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を

正
心
、
中
に
在
れ
ば
万
物
、
度
を
得
。
：
：
：
上
、
天
に
察
か
に
、
下
、
地
に
極
ま
り
‘
九
州
に
播
満
対
－
－

と
い
ひ
、
又
、

と

つ

点

王

三

気
を
縛
る
こ
と
神
の
如
け
れ
ば
、
万
物
、
備
さ
に
容
す

と
い
ふ
。
気
は
心
で
あ
り
、
天
地
に
蝿
満
す
る
。
気
を
縛
る
こ
と
神
の
如
け
れ
ば
、
万
物
と
一
つ
日
な
る
、
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
更
に
い

ふ

お
酌
づ
か

精
害
す
れ
ば
自
ら
生
じ
、
其
の
外
、
安
栄
、
内
蔵
以
て
泉
原
と
為
る
、
浩
然
和
平
以
て
気
の
淵
と
な
る
、
淵
の
酒
れ
ざ
れ
ば
四
体
乃
ち

固
く
、
泉
の
端
き
ざ
れ
ば
、
九
窺
遂
に
通
ず
、
乃
ち
能
く
天
地
に
窮
ま
り
、
四
海
を
被
ふ
、
：
：
：
心
‘
中
に
全
く
‘
形
‘
外
に
全
し
・
・

豆
四

・
・
・
之
を
聖
人
と
謂
ふ

か
く
見
て
来
る
と
、
孟
子
の
原
泉
、
浩
然
の
気
な
ど
の
思
想
と
意
外
に
近
い
。
内
業
篇
は
更
に
言
ふ
。

ト＠

引
く
勿
く
推
す
勿
く
ん
ぱ
、
福
将
に
自
ら
帰
せ
ん
と
す
、
彼
の
道
、
自
ら
生
じ
、
藷
り
て
与
に
謀
る
べ
し
、
静
な
れ
ば
之
を
得
、
操
な

五
五

一
来
一
逝
、
其
の
細
、
内
無
く
、
其
の
大
、
外
無
し

れ
ば
之
を
失
ふ
、
霊
気
、
心
に
在
り
、

心
の
働
き
は
微
妙
、
そ
れ
は
霊
気
と
も
雲
気
と
も
言
は
れ
て
い
る
。

豆
六

寛
恕
に
し
て
仁
、
独
り
其
の
身
を
楽
し
む
べ
是
れ
を
雲
気
と
調
ふ
、
意
、
行
く
こ
と
天
に
似
た
カ

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
句
は
、
口
気
も
内
容
も
孟
子
に
極
め
て
近
い
。
孟
子
は
次
の
様
に
い
ふ
。

万
物
、
皆
、
我
に
備
る
、
身
に
反
み
て
誠
な
ら
ば
、
楽
し
み
こ
れ
よ
り
大
な
る
は
莫
し
、
強
恕
し
て
行
ふ
、
仁
を
求
む
る
、
こ
れ
よ
り

孟
子
に
於
る
神
秘
的
一
側
面
と
そ
の
来
源

九



孟
子
に
於
る
神
秘
的
一
側
面
と
そ
の
来
源

五
七

近
き
は
莫
内
レ

。

孟
子
は
万
物
と
我
と
の
隔
絶
は
、
己
に
誠
で
な
い
所
か
ら
来
る
と
し
て
、
も
じ
真
の
己
に
誠
で
あ
る
な
ら
ば
万
物
と
一
体
に
な
り
、
こ

れ
よ
り
大
き
な
楽
も
み
は
無
い
と
す
る
。
又
パ
人
の
本
性
、
仁
に
到
ち
為
に
は
努
力
し
て
恕
（
自
他
一
体
）
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す

る
。
こ
れ
は
内
業
一
篇
め
、
天
地
と
一
体
に
な
り
、
独
り
そ
の
身
を
楽
し
む
境
を
、
寛
恕
に
し
て
仁
な
ら
ば
到
り
得
る
と
し
て
居
る
の
と
等

し
い
思
想
で
あ
る
句
か
く
て
共
に
、

正
心
在
中
、
万
物
得
度
（
内
業
）

レ

レ

挿
気
如
神
、

万
物
備
存
（
向
上
）

万
物
皆
備
於
我
（
尽
心
上
）

な
ど
と
万
物
一
体
を
い
ふ
。

孟
子
は
、

五
八

「
そ
め
心
を
尽
す
者
は
そ
の
性
を
知
る
、
そ
の
性
を
知
る
者
ほ
天
を
知
る
比
と
や
ひ
、
文
浩
然

の
気
を
説
い
て
‘
心
の
面
が
ら
も
気
の
面
か
，
ら
も
宇
宙
と
の
合
一
を
説
ぐ
。
こ
こ
に
到
つ
て
は
心
と
気
と
ほ
分
ち
難
い
。
孟
子
は
文
、
「
君

J

子
存
す
る
所
の
も
の
は
神
、
上
下
天
地
と
流
を
同
ふ
す
」
と
、
君
子
の
神
は
、
天
地
と
働
き
を
等
し
く
す
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。

．
ご
れ
ら
気
、
神
、
心
の
考
へ
方
ゃ
、
宇
宙
と
，
人
と
の
合
一
に
見
ら
れ
る
孟
子
の
柑
秘
的
一
面
は
、
彼
が
数
十
年
遊
h
N

だ
斉
に
於
て
、
宋

控
・
罪
文
等
を
始
め
と
す
る
斉
の
道
家
と
げ
接
触
に
よ
っ
て
自
ら
の
裡
に
得
来
っ
た
も
の
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

註
一
、
夫
君
号
所
過
者
化
、
所
帯
者
神
、
上
下
与
天
地
同
流
、
登
日
小
補
之
哉
（
尽
心
上
、
一
三
）
。

二
、
万
物
皆
備
於
我
突
（
尽
心
上
、
四
）
o

zw
尽
其
、
心
者
、
知
其
性
也
、
知
其
性
、
町
知
天
突
、
容
其
心
、
養
英
性
、
所
以
事
天
也
（
尽
心
上
、
一
）
。



四
、
敢
問
、
何
謂
浩
然
之
気
、
日
難
言
也
、
其
為
気
也
、
至
大
至
剛
、
以
直
養
而
無
害
、
則
選
乎
天
地
之
閥
（
公
孫
丑
上
、
二
三

五
、
一
音
十
有
五
而
志
子
学
：
：
：
七
十
而
従
心
所
欲
不
除
短
（
為
政
）
。
回
也
、
其
心
三
月
不
途
仁
、
其
徐
則
日
月
至
鷲
而
己
失
（
務
也
）
。

六
、
離
襲
下
、
一
九
及
び
二
八
。
告
子
上
、
八
。

七
、
大
人
者
、
不
失
其
赤
子
之
心
者
也
（
離
嬰
下
、
二
己
。

八
、
夫
志
気
之
帥
也
、
気
体
之
充
也
（
公
孫
丑
上
、
ニ
）
。

九
、
昇
気
似
不
息
者
（
郷
覚
）
。

一
O
、
少
之
時
血
気
中
佐
．

A
共
壮
一
也
、
血
気
方
剛
：
：
・

1
其
老
－
血
気
既
哀
：
：
（
季
氏
）
0

一
一
、
銭
穆
、
先
秦
諸
子
繋
年
考
弁
。

一
二
、
性
命
古
訓
弁
正
。

一
三
、
葉
水
心
、
習
学
記
言
。

－
四
、
劉
節
、
古
史
考
容
。
羅
根
沢
、
管
子
探
源
o

k
p
・
句
。
円
｝
円
台
。
冊
印
nEnHH件
四
島
21
同】仲叩ロ

n
Eロ四回目白
nHMmロ
H
V
E－o凹
OMM宮山市・

同－

zsaF回
目

uω
丘
町
ロ
ロ
巾
曲
ロ
色
。
守
口
町
田
件
目
。
ロ
同
ロ
の
宮
町
田
u

」

No－
－
ロ
・

H
E

冨
田
4
申
立
口
日
同
一
吋
｝
MO
関
口
田
口
B
J門
N
ロ・

一
五
、
張
黙
生
、
先
秦
諸
子
文
選

二
ハ
、
：
：
：
以
此
白
心
、
古
之
道
術
、
有
在
於
是
者
、
宋
纏
罪
文
閲
其
風
市
説
之
、
：
：
：
諮
心
之
容
、
命
之
日
心
之
行
、
：
：
：
以
情
欲
界
浅
為
内
：
：
J

・（天

下
篤
）
。

か
た
ち

d

参
照
心
之
容
ぺ
心
之
形
（
心
術
篇
）
、
心
之
刑
（
内
業
篇
）
、
心
之
情
（
向
上
）
；

一
七
九
宋
樫
罪
文
遺
著
考
〔
青
銅
時
代
）
、
稜
下
策
老
批
判
（
十
批
判
書
）
。

孟
子
に
於
る
神
秘
的
一
側
面
と
ぞ
の
来
源



孟
子
に
於
る
神
秘
的
一
側
面
と
そ
の
来
源

一
八
、
吋
回
同
町
、
宅
担
、
白
ロ
弘
津
田
司
0
4『

R－

一
九
、
耳
目
之
官
不
思
、
而
蔽
於
物
、
物
交
物
則
引
之
而
己
、
心
之
官
則
息
、
恩
則
得
之
、
不
思
則
不
得
也
（
告
子
上
、
一
五
）
。

ニ
0
、
惟
聖
岡
念
作
狂
、
惟
狂
克
念
作
蜜
（
多
方
）

二
一
、
天
下
之
言
性
也
、
則
故
而
己
突
：
：
：
所
悪
於
智
、
為
其
撃
也
、
如
智
者
若
高
之
行
水
也
、
則
無
悪
於
智
突
、
：
：
：
如
智
者
亦
行
其
所
無
事
、
剣

智
亦
大
失
、
：
：
：
天
之
高
也
、
星
辰
之
日
至
、
可
坐
而
致
也
（
離
婁
下
、
二
六
）
。

二
二
、
必
有
事
鷲
而
勿
正
、
心
勿
忘
勿
助
長
（
公
孫
丑
上
、
ニ
）
。

二
三
、
孔
子
日
、
操
則
存
、
舎
則
亡
、
出
入
無
時
、
莫
知
其
郷
、
惟
心
之
謂
奥
（
告
子
上
、
九
三

二
四
、
求
則
得
之
、
本
一
口
則
失
之
（
告
子
上
、
六
。
尽
心
上
、
三
）
。

二
五
、
注
ニ
四

二
六
、
勿
引
勿
推
、
福
将
自
婦
、
彼
道
自
来
、
可
鶏
与
謀
、
静
則
得
之
、
栄
則
失
之
、
霊
気
在
心
、
一
来
一
逝
、
其
細
無
内
、
其
大
無
外
（
内
業
）
。

二
七
、
因
也
者
、
無
益
無
損
也
（
心
術
上
）
。

其
応
非
所
設
也
、
其
動
非
所
取
也
、
此
言
因
也
（
設
リ
孟
子
の
正
0
・
、
取
H
孟
子
の
助
長
0
・
、
心
術
上
）
。

感
至
後
応
、
非
所
設
也
、
縁
理
而
動
、
非
所
取
也
、
過
在
自
用
：
：
：
故
道
賞
因
（
向
上
）
0

二
八
、
注
一

二
九
、
注
二
七

ご一

o、
道
之
在
天
者
臼
也
、
其
在
人
者
心
也
（
枢
言
）
。

三
一
、
心
之
在
体
、
君
之
位
也
、
九
銭
之
有
機
、
宮
之
分
也
、
心
処
其
道
、
九
銭
循
理
（
心
術
上
）
。

ト
ザ
ス

ゴ
三
、
虚
其
欲
、
神
将
入
舎
、
掃
除
不
潔
、
神
乃
留
処
（
心
術
上
）
。
潔
其
宮
、
閲
（
閥
）
其
問
、
去
私
勿
言
、
神
明
若
存
（
同
上
）
。

三
三
、
宮
者
言
心
也
、
：
・
・
：
問
者
謂
目
耳
也
（
同
上
）
。



三
四
、
注
三
二
及
ぴ
三
三
。

三
五
、
館
不
酔
除
、
貴
人
不
舎
震
、
故
目
、
不
潔
神
不
処
（
心
術
上
）
。

三
六
、
敬
除
其
A

一
口
、
精
将
自
来
（
内
業
）
。

三
七
、
精
也
者
、
気
之
精
也
（
向
上
）
。

三
八
、
母
以
物
乱
官
、
母
以
官
乱
心
、
此
之
謂
内
徳
（
心
術
下
）
。

不
以
物
乱
官
、
不
以
官
乱
心
、
是
謂
中
得
（
内
業
）
。

注

内
業
篇
に
は
「
内
得
」
と
い
ふ
文
字
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
孟
子
告
子
上
策
の
、
耳
目
之
官
、
心
之
官
の
考
方
に
比
せ
ら
れ
る
。

三
九
、
不
以
物
乱
官
、
不
以
宮
乱
心
、
是
謂
中
得
、
有
神
在
身
、
一
往
一
来
、
莫
之
能
思
。

之
勿
捨
：
：
：
心
以
蔵
心
、
心
之
中
叉
有
心
駕
（
内
業
）
。

失
之
必
乱
、
得
之
必
治
、
敬
除
其
舎
、
精
将
自
来
・
：
・
：
得

四
O
、
養
心
莫
善
於
寡
欲
（
尽
心
下
三
五
）
。

節
欲
之
道
、
万
物
不
害
（
内
業
）
。

節
五
欲
、
去
其
二
凶
、
：
：
：
凡
人
之
生
也
、
必
以
平
正
：
：
：
内
静
外
敬
、
能
反
其
位
、
性
将
大
定
（
内
業
）
。

四
一
、
凡
心
之
形
、
過
知
失
生
（
心
術
下
及
ぴ
内
業
）
。

恩
莫
若
勿
致
、
節
適
之
斉
、
彼
将
自
至
（
内
業
）
。

四
二
、
古
昔
、
民
神
不
雑
（
楚
語
下
）
。

四
三
、
凡
心
之
刑
、
自
充
自
盈
、
自
生
自
成
、
其
所
以
失
之
、
必
以
憂
楽
喜
怒
欲
利
、

勿
煩
勿
乱
、
和
乃
自
成
（
内
業
）
。

能
去
愛
楽
喜
怒
欲
利
、
心
乃
反
済
、
彼
心
之
情
、
利
安
以
寧
、

四
四
、
学
問
之
道
無
他
、
求
其
放
心
而
己
失
（
告
子
上
一
一
）
。

四
五
、
人
之
生
也
、
天
出
其
精
、
地
出
其
形
、
合
比
以
為
入
、
和
乃
生
、
不
和
不
生
。

孟
子
に
於
る
神
秘
的
一
側
面
と
そ
の
来
源



霊
Z
L
に
於
る
神
秘
的
二
側
面
と
そ
の
来
源

問ー

四
六
ぉ
応
物
之
精
ぉ
比
則
為
生
e

（
息
軒
に
従
づ
て
雌
を
化
と
解
し
た
が
A

比
の
ま
ま
で
も
通
ず
る
）
、
下
生
五
穀
、
上
為
列
昼
、
流
子
天
地
之
閥
、
調
之

－e

鬼
神
‘
蔵
於
胸
中
‘
謂
之
聖
人
（
内
業
）
。

四
七
、
夫
道
者
、
所
以
充
形
也
（
内
業
）
。

・
侍
者
、
身
之
充
也
（
心
術
下
。
孟
子
に
気
者
体
充
也
ど
あ
る
）
。

．
白
骨
之
形
、
明
於
貝
月
（
内
業
）
。

金
心
之
形
、
明
於
日
月
（
心
術
下
）
。

四
八
、
万
物
皆
有
精
気
、
有
形
気
（
自
民
春
秋
、
尽
数
）
。

清
陽
者
薄
騨
而
為
天
、
重
濁
者
凝
滞
而
為
地
（
治
南
子
、
天
文
）
。

天
気
為
魂
、
地
気
為
脆
（
准
南
子
、
主
術
）
、

四
九
、
巻
七
四
。

五
O
、
道
在
天
地
之
閥
、
其
大
無
外
、
其
小
無
内
、
故
日
不
遠
而
難
極
也
（
心
術
、
上
）
。

五
一
、
夫
道
者
、
所
以
充
形
也
、
而
人
不
能
園
、
其
往
不
復
、
其
来
不
舎
、
諜
乎
聞
莫
其
音
、
率
乎
乃
在
於
心
（
内
業
）
。

是
故
比
気
也
、
不
可
止
以
芳
、
而
可
安
以
徳
：
：
：
敬
守
勿
守
：
：
：
万
物
果
（
事
）
得
〔
同
ど
〕
。

五
二
、
島
、
印
在
中
、
耳
．
目
聡
明
、
四
校
堅
固
可
以
為
精
舎
、
精
也
者
、
気
之
精
者
也
（
内
業
）
。

五
三
v
bか
在
中
、
万
物
得
度
：
：
：
上
察
於
天
、
下
極
於
地
、
婚
満
九
州
（
内
業
）
。

持
気
知
神
、
万
物
備
存
（
向
上
）
。

五
四
ャ
精
寄
自
生
v

其
外
安
栄
、
内
蔵
以
為
泉
原
、
浩
然
和
平
、
以
為
気
淵
、
淵
之
不
湖
、
四
体
乃
園
、
泉
之
不
喝
、
九
銭
遂
通
、
乃
能
窮
天
地
、
被

四
海
、
：
・
一
・
・
心
全
於
中
、
形
全
於
外
、
：
：
：
謂
之
聖
人
（
内
業
）
。

‘五五
v

勿
引
勿
推
、
福
将
白
婦
、
彼
道
自
来
、
可
籍
与
謀
、
静
則
得
之
、
燥
則
失
之
、
霊
気
在
心
、
一
来
一
逝
、
其
細
無
内
、
其
大
無
外
、
所
以
失
之
、



以
燥
為
害
、
心
能
執
静
、
道
将
自
定
（
内
業
）
。

主
六
、
寛
恕
市
仁
、
独
楽
其
身
、
智
謂
雲
気
、
意
行
似
天
（
内
業
）
。

五
七
、
万
物
皆
備
於
我
突
、
反
身
而
誠
、
楽
莫
大
鷲
、
強
恕
而
行
、
求
仁
美
近
意
（
尽
心
上
、
四
）
。

五

八

、

注

三

。

（

管

子

よ

り

の

引

則

文

は

す

べ

て

安

井

・

管

子

纂

詰

に

よ

る

）

附
記

本
研
究
は
文
部
省
三
十
六
年
度
科
学
研
究
費
に
よ
る
「
老
砧
研
究
」
の
成
果
の
－
部
分
で
あ
る
。

〈
昭
和
三
十
六
年
十
二
月
〉

孟
子
に
於
る
神
秘
的
－
側
面
と
そ
の
来
源

五


